
災害見据え消火体験
平成 30 年度の栗山町総合防災訓練で
消 火 器 の 使 い 方 を 確 認（9 月 2 日 ）
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一般会計
町税 131,596

寄附金 16,142

258,909619,032

使用料および
手数料  18,963
諸収入 29,505
その他 62,703

地方交付税
312,146

道支出金
  98,600

国庫支出金
  78,557

町債
  90,447

地方消費税交付金
24,852

その他交付金
14,430

歳入決算

7,941万円

自主財源依存財源

・繰越金 29,578
・繰入金 11,853
・分担金および
   負担金 13,725

・財産収入 7,547

・地方譲与税 9,573
・自動車取得税交付金 2,364
・ゴルフ場利用税交付金 1,180
・地方特例交付金 368
・配当割交付金 288
・交通安全対策特別交付金 164
・株式等譲渡所得割交付金 291
・利子割交付金 202

・町民税 56,900
・固定資産税 55,585
・町たばこ税 10,239
・都市計画税 5,403
・軽自動車税 3,202
・入湯税 228
・鉱産税 39

（70.5％） （29.5％）

87億

特別会計
　

特
別
会
計
は
特
定
の
事
業
目
的
の

た
め
に
一
般
会
計
と
区
分
し
た
会
計

で
、
町
に
は
６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り

ま
す
。

1
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
保

険
給
付
を
行
い
、
医
療
保
障
の
充
実
に

努
め
ま
し
た
。　

2
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特
別
会
計

　

学
生
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
開
校
以
来
29
年
間
就
職
率
１

０
０
％
を
継
続
し
ま
し
た
。

3
介
護
保
険
特
別
会
計

　

要
支
援
者
・
要
介
護
が
能
力
に
応
じ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
保
険
給
付
を
行
っ
た
ほ
か
、

介
護
予
防
を
推
進
し
ま
し
た
。

4
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

高
齢
者
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た

め
、
資
格
管
理
の
窓
口
事
務
な
ど
を
行

い
、健
全
な
医
療
給
付
を
進
め
ま
し
た
。

5
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

分
譲
中
の
朝
日
４
丁
目
住
宅
団
地

（
第
４
期
）
の
管
理
お
よ
び
販
売
促
進

を
行
い
ま
し
た
。

6
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　

上
下
水
道
管
の
敷
設
工
事
を
実
施

し
、第
４
工
業
団
地
の
造
成
（
７
区
画
）

が
完
了
し
ま
し
た
。

会計名 歳入决算額 歳出决算額 差　引
1国民健康保険特別会計 19 億 3,706 万円　　　　　　18 億 3,758 万円　　　　　　 9,948 万円
2北海道介護福祉学校特別会計 1 億 1,256 万円 1 億 1,236 万円 20 万円
3介護保険特別会計 13 億 2,315 万円 12 億 8,866 万円 3,449 万円
4後期高齢者医療特別会計 1 億 9,811 万円 1 億 9,810 万円 1 万円
5住宅団地造成事業特別会計 1,512 万円 517 万円 995 万円
6工業団地造成事業特別会計 1,617 万円 1,613 万円 4 万円

企業会計

　平成 29 年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算が９月議会
定例会で認定されましたので、決算の内容と主な事業成果の概要を
お知らせします。

【問い合わせ】経営企画課行政経営グループ　☎ 73-7503

◆
歳
出

　

歳
出
は
前
年
度
比
で
約
２
億
５
３
３

４
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
増
減
が

大
き
い
費
目
と
し
て
は
、
民
生
費
が
認

定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
な
ど
に
よ
り

約
１
億
３
０
９
１
万
円
の
増
、
農
林
水

産
業
費
が
種
馬
鈴
し
ょ
施
設
の
整
備
事

業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
約
５
億
３
６
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
全
体
の
構
成
は
、
民
生
費
が
最

も
多
く
、次
に
総
務
費
、土
木
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
87
億
７
９

４
０
万
６
８
３
０
円
、
歳
出
総
額
は
86

億
５
８
３
０
万
３
８
９
５
円
と
な
り
、

差
額
の
１
億
２
１
１
０
万
２
９
３
５
円

を
次
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
繰
越
額
の
中
に
は
、
次
年
度

に
実
施
す
る
事
業
財
源
１
万
１
０
０
０

円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
実
質
収
支

は
１
億
２
１
０
９
万
１
９
３
５
円
と
な

り
ま
し
た
。

大切な税金の使い道
　　お知らせします

収益的収支 決算額
収入額 4 億 256 万円
支出額 3 億 6,048 万円
純利益 4,208 万円

資本的収支 決算額
収入額 2 億 750 万円
支出額 4 億 2,403 万円
不足額 2 億 1,653 万円

1水道事業会計
収益的収支 決算額

収入額 6 億 6,411 万円
支出額 5 億 4,658 万円
純利益 1 億 1,753 万円

資本的収支 決算額
収入額 3 億 3,748 万円
支出額 6 億 3,268 万円
不足額 2 億 9,520 万円

2下水道事業会計

平成 29 年度 決算状況

◆
歳
入

　

歳
入
は
国
庫
支
出
金
や
道
支
出
金
の

減
に
よ
り
、
前
年
度
比
で
約
４
億
２
８

０
２
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
全
体
の
構
成
は
町
税
や
使
用
料

な
ど
、
町
が
独
自
に
確
保
し
て
い
る
自

主
財
源
の
割
合
が
29
・
５
％
、
地
方
交

付
税
や
国
・
道
か
ら
の
交
付
金
な
ど
の

依
存
財
源
の
割
合
が
70
・
５
％
と
な
り

ま
し
た
。

　

水
道
事
業
と
下
水
道
事
業
は
、
企
業

の
経
営
成
績
、
財
政
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、企
業
会
計
方
式
を
採
用
し
、

事
業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う

収
入
（
上
・
下
水
道
料
金
）
を
も
っ
て

充
て
る
と
い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1
水
道
事
業
会
計

　

水
を
作
り
、
家
庭
な
ど
に
届
け
る
た

め
の
経
費
（
収
益
的
収
支
）
で
は
４
２

０
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

浄
水
場
の
設
備
更
新
や
配
水
管
の
整
備

な
ど
の
経
費
（
資
本
的
収
支
）
で
は
２

億
１
６
５
３
万
円
の
不
足
と
な
り
ま

し
た
。

2
下
水
道
事
業
会
計

　

下
水
道
管
や
下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
に
必
要
な
経
費
（
収
益
的

収
支
）
で
は
１
億
１
７
５
３
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
が
、
下
水
道
管
や
下

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新
な
ど

の
経
費
（
資
本
的
収
支
）
で
は
２
億
９

５
２
０
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　　

各
会
計
の
不
足
額
は
、
収
益
的
支
出

の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
資
金
（
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
）で
補
填
し
ま
し
た
。 歳出決算

5,830万円

総務費
184,827

民生費
194,658

公債費
110,356

土木費
137,705

農林
水産業費
74,897

教育費
70,217衛生費

39,537

消防費
30,022

商工費
15,477

議会費　6,390
災害復旧費　60
諸支出金　1,020
労働費　664

86億

差引額　約　億 2,111 万円

※単位：万円
（万単位にそろえ

ているため、端数
が合わない場合が
あります）
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平成 29 年度事業実施結果の一部を紹介 - 栗山町第 6 次総合計画の主要施策より -

詳
し
い
情
報
は
別
冊
資
料
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

今
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
平
成
29

年
度
の
決
算
概
要
の
ほ
か
、
栗
山
町

第
６
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
平
成
29

年
度
に
実
施
し
た
主
要
施
策
の
成

果
、
ま
ち
の
財
政
状
況
な
ど
、
よ
り

具
体
的
な
決
算
内
容
を
ま
と
め
た
冊

子
「
グ
ラ
フ
と
写
真
で
み
る
、
ま
ち

の
決
算
と
財
政
状
況
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

冊
子
は
、
左
記
の
施
設
窓
口
に
配

置
し
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
役
場
新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

◆
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
南
部
公
民
館

基金残高の推移 ( 一般会計）町債残高の推移（全会計）

　
「
財
政
健
全
化
法
」
と
は
、
財
政
の
健
全

性
を
示
す
左
記
の
指
標
を
導
入
し
、
再
建
の

枠
組
み
を
定
め
た
法
律
で
す
。
町
で
は
、
計

画
的
か
つ
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
の
状
況
は
依

然
と
し
て
全
道
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

指標 指標の説明 比率（％）
（H29 決算）

全道
平均（％）

（H28 決算）

基準値（％）
早期健全

化基準
財政再生

基準

実質公債費比率

一般会計が負担す
る元利償還金など
の標

注 ）

準財政規模に
対する比率

11.4 7.7 25.0 35.0

将来負担比率

一般会計が将来負
担すべき実質的な
負債の標準財政規
模に対する比率

79.7 51.6 350.0  

※この指標のほかにも、「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「資本不足比率」
　の指標がありますが、全ての会計が黒字決算で比率が生じていないため省略
　しています。

単位：億円

　  平成25年度 　  平成26年度 　  平成27年度 　  平成29年度

10.3
  9.6   9.3

   10.8

　  平成28年度

  9.9   10.0

   5.0

　

安
定
し
た
財
政
運
営
を
進
め
る

た
め
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
決

算
に
伴
う
余
剰
金
の
一
部
や
、
寄

附
金
な
ど
を
原
資
と
し
て
積
み
立

て
た
基
金
の
年
度
末
残
高
は
、
一

般
会
計
分
で
約
10
億
３
５
２
７
万

円
に
な
り
、
前
年
度
比
で
約
３
５

９
５
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る

取
崩
額
は
１
億
５
８
８
７
万
円
、

積
立
額
は
１
億
９
４
８
２
万
円

で
す
。

　

町
債
（
町
の
借
入
金
）
に
は
、

毎
年
の
財
源
負
担
を
平
均
化
す
る

役
割
と
、
現
在
と
将
来
の
町
民
負

担
を
公
平
に
す
る
役
割
が
あ
り
、

町
で
は
財
政
状
況
を
悪
化
さ
せ
な

い
よ
う
、
栗
山
町
第
６
次
総
合
計

画
や
行
財
政
改
革
推
進
計
画
な
ど

に
基
づ
き
、
計
画
的
な
借
り
入
れ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
年
度
末
残
高
は
全
会
計

分
で
約
１
６
８
億
７
２
１
万
円
と

な
り
、
前
年
度
比
で
約
４
億
３
２

４
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

認定こども園の施設整備を支援し
ます。

「
栗
肥
土
」
春
の
特
別
販
売

栗
山
め
ぐ
み
こ
ど
も
園

186,613 千円 110,545 千円

中間処理（リサイクル・堆肥化）を行い、
再資源化を推進します。

計画事業
1

計画事業
194

※栗山町第６次総合計画に掲載されている計画事業番号、事業名（略称）、決算額および計画事業に関連した写真を掲載しています。

国道 234 号線の整備要望と、角田
地域振興策を検討します。

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
を
運
営

国
道
と
工
業
団
地
を
結
ぶ
幹
線
道
路
を

改
良
・
舗
装

109,850 千円 112,290 千円

優秀な介護福祉士を毎年 80 人輩出し、これか
らの高齢化社会を支える人材を創出します。

計画事業
51

計画事業
157

単位：億円

　   平成25年度 　   平成26年度 　  平成27年度 　 平成29年度

   168

   173
   175   175

   170

　  平成28年度

   172

   160

5 広報くりやま　2018. 10 42018. 10　広報くりやま   

ものづくりＤＩＹ工房の導入・活用
を推進します。

く
り
や
ま
サ
ポ
ー
タ
ー
任
命

Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

24,583 千円

くりやま若者シティプロモーション事
業を推進します。

計画事業
192

計画事業
193

11,448 千円

教育効果向上のため、観察飼育舎とふ
れあいプラザの機能統合を図ります。

役
場
庁
舎
に
新
設
し
た
非
常
用
発
電
施
設

ふ
る
さ
と
い
き
も
の
の
里
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館

61,993 千円

災害時の電源・燃料確保を推進します。計画事業
12

計画事業
66

30,568 千円

注）標準財政規模とは、標準税収入額などに普通交付税を加算した額
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▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
８
４
１

６
万
７
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
85
億
３
０
５
６
万
９

千
円
と
す
る
も
の
で
、
補
正

の
主
な
内
容
は
、
栗
山
秋
ま

つ
り
実
行
委
員
会
補
助
金

等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
２
２
７

万
６
千
円
を
追
加
し
、
総
額

を
16
億
４
７
８
５
万
円
と

す
る
も
の
で
、
補
正
の
主
な

内
容
は
、
平
成
29
年
度
医
療

議    

案

費
等
の
確
定
に
よ
る
過
年

度
国
庫
負
担
金
の
精
算
還

付
等
に
係
る
補
正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
介
護
福

祉
学
校
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
31
万
４
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億

２
２
３
８
万
２
千
円
と
す

る
も
の
で
、
補
正
の
内
容

は
、
校
舎
多
目
的
教
室
の
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
チ
ュ
ー

ナ
ー
取
替
修
繕
に
係
る
補

正
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

歳
入
歳
出
予
算
に
３
３
９

２
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
14
億
３
５
１
９
万
１
千

円
と
す
る
も
の
で
、
補
正
の

主
な
内
容
は
、
平
成
29
年
度

の
介
護
給
付
費
並
び
に
地
域

支
援
事
業
費
お
よ
び
事
務
費

の
確
定
に
よ
る
国
・
道
負
担

金
の
精
算
還
付
に
係
る
補
正

で
す
。

▼
平
成
30
年
度
栗
山
町
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

個
別
排
水
処
理
施
設
事
業

の
資
本
的
収
入
に
４
７
０

万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１

６
８
７
万
５
千
円
と
し
、
資

本
的
支
出
に
５
１
１
万
２

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
２

２
０
８
万
６
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
い
て

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
南
條
宏
氏

を
任
命
す
る
も
の
で
、
任
期

は
平
成
30
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
33
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
一
般
会

計
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
・
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

特
別
会
計
・
介
護
保
険
特
別

会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
・
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
・
工
業
団
地
造

成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
お
よ
び
水

道
事
業
会
計
・
下
水
道
事

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

以
上
９
件
は
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
経
て
、
本
会

議
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
監
査
委
員
か
ら
次
の
意

見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

【
各
会
計
決
算
審
査
結
果
（
抜
粋
）】

　

各
会
計
の
決
算
計
数
に

つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
と
も

電
子
帳
票
お
よ
び
証
書
類

と
の
照
合
検
査
、
公
有
財

産
、
物
品
、
債
権
お
よ
び
基

金
に
つ
い
て
も
関
係
帳
簿

と
照
合
し
た
結
果
、
い
ず
れ

も
正
確
に
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

各
款
を
通
じ
、
予
算
の
目

的
に
沿
っ
て
概
ね
適
正
に

執
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
す
が
、
町
税
が

前
年
度
よ
り
微
減
と
な
っ

て
お
り
、
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
景
気

回
復
の
兆
し
が
実
感
で
き

な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

経
済
状
況
が
厳
し
い
中

で
も
、
納
付
す
る
多
く
の
町

民
が
不
公
平
感
を
感
じ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
各
会
計

の
滞
納
や
未
収
金
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
な
お
一

層
の
対
策
を
期
待
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
引
き
続
き

行
財
政
の
効
率
化
を
図
り
、

計
画
的
か
つ
適
正
で
効
果

的
な
予
算
の
編
成
お
よ
び

執
行
に
一
層
の
努
力
を
望

み
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
持
続

的
に
安
定
し
た
財
政
基
盤

と
自
主
・
自
立
に
よ
る
合
理

的
か
つ
効
果
的
な
行
政
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
さ

ら
な
る
努
力
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
健
全
化

判
断
比
率

▼
平
成
29
年
度
栗
山
町
資
金
不

足
比
率

▼
放
棄
し
た
債
権
の
報
告

▼
平
成
29
年
度
一
般
財
団
法
人

栗
山
町
農
業
振
興
公
社
決

算
の
報
告

▼
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

以
上
１
件
は
可
決
さ
れ
、
関

係
省
庁
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

報　
告

意
見
書

議会の動き
　平成 30 年第 4 回栗山町議会定例
会で次の議案が審議され、全て可
決・同意されました。（9 月 5 日招集）

認　
定

町税納期限 納税は便利な口座振替
をご利用ください

納 税 に 関 す る 相 談
町税務課収納グループ　☎ 73-7506町税務課課税グループ　☎ 73-7505

【課税内容に関する問い合わせ】

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が

で
き
ま
す

後期高齢者医療保険料 ④期

介 護 保 険 料　　 ④期

国 民 健 康 保 険 税　　 ④期

町 道 民 税　　 ③期 }10 月 31 日（水）

差し押さえ強化中

給与 土地ほか

平成 29 年度滞納処分の状況
　　処分状況は次のとおりです。
　【財産調査の件数】
　　493 件
　（預貯金、給与、不動産など）
　【差し押さえなどの件数】
　・預 貯 金　57 件
　・給与ほか　52 件　

　

催
告
書
の
送
付

　

町
で
は
、
納
期
内
に
町
税
を

納
付
し
な
い
方
に
対
し
て
、
督

促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
納
付
し
な
い
方
に

は
、
催
告
書
の
送
付
や
訪
問
な

ど
に
よ
り
自
主
納
付
を
促
し
て

い
ま
す
。

　

職
場
に
も
調
査

　

し
か
し
、
再
三
の
催
告
や
納

付
相
談
な
ど
に
応
じ
ず
、
納
税

に
誠
意
の
見
ら
れ
な
い
滞
納
者

に
対
し
て
は
、
納
付
さ
れ
て
い

る
方
と
の
公
平
性
を
保
つ
た

め
、
法
に
基
づ
き
、
滞
納
処
分

を
行
い
ま
す
。

　

預
貯
金
や
資
産
（
土
地
な
ど

の
不
動
産
や
自
動
車
な
ど
の
動

産
）
の
調
査
や
職
場
へ
の
給
与

調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
を

執
行
し
ま
す
。

　

納
期
内
に
納
付
を
！

　

町
税
の
納
付
は
、
納
期
内
の

自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
納
期

限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
督
促
状

の
発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が

か
か
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
口
座
振
替
の
推
進

や
24
時
間
３
６
５
日
納
付
可
能

な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収

納
を
全
て
の
町
税
で
利
用
可
能

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
納
期
内

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

医
療
費
が
10
割
負
担
⁉

　

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

続
け
る
と
、
保
険
証
の
有
効
期

間
が
短
く
な
っ
た
り
、
滞
納
が

終
わ
る
ま
で
医
療
費
を
10
割
負

担
す
る
資
格
証
明
証
と
な
り

ま
す
。

　

早
め
の
納
付
相
談
を
！

　

町
で
は
、
病
気
や
失
業
、
生

活
困
窮
な
ど
に
よ
り
、
ど
う
し

て
も
納
期
内
の
納
付
が
困
難
に

な
っ
た
場
合
、
納
付
計
画
（
分

納
計
画
）
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
町
税
務
課

収
納
グ
ル
ー
プ
（
⑨
番
窓
口
）

へ
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
】

　

町
税
務
課
収
納
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
６

STOP税

　差押物件の合同公売会を開催します。参加には、印鑑（法人は代表者印）・運転免許証などの身分証明書・委
任状（代理入札の場合）・買受代金（現金）が必要です。空知管内では初めての開催となりますので、ぜひお越
しください。

【日　時】　10 月 28 日㈰　12：00 ～ 14：00
【場　所】　空知合同庁舎１階 道民ホール（岩見沢市８条西５丁目）
【問い合わせ】　空知総合振興局納税課　☎ 0126-20-0057　または 町税務課収納グループ　☎ 73-7506

「道央圏地方税合同公売会 in 岩見沢」開催



に
も
現
代
に
必
要
な
情
報
が
詰
ま
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て

い
ま
す
。

　
「
栗
山
町
の
文
化
財
」
と
い
う
書

物
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
古
い
事
柄

は
一
部
の
物
好
き
な
人
が
発
見
し
、

そ
の
発
見
や
発
見
し
た
物
を
自
慢
す

る
も
の
で
は
な
く
、
み
ん
な
の
共
有

財
産
と
し
て
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え

が
、
戦
後
急
速
に
広
ま
っ
て
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
栗
山
町
の

縄
文
時
代
の
生
活
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。（
卜
部
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
史
編
さ
ん
室
（
カ
ル
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
内
）

　

☎
�
７
８
２
０

「
栗
山
町
の
文
化
財
」を
読
み
直
そ
う

　

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
に
町
教

育
委
員
会
で
発
行
し
た
「
栗
山
町
の

文
化
財
」
と
い
う
書
物
が
、
古
書
店

で
高
値
が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
古
い
事
柄
を
あ
ら
た
め
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高

値
が
つ
く
理
由
と
し
て
推
測
し
て
い

る
の
は
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
臼
歯
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
夕

張
川
流
域
の
縄
文
遺
跡
の
分
布
と
調

査
方
法
が
科
学
的
手
法
で
記
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
２
点
で
す
。

　

栗
山
町
で
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
臼

歯
が
発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
で
し
た
。
こ
れ
は
、

忠ち
ゅ
う
る
い類

村
（
現
在
の
幕
別
町
忠
類
）
で

日
本
国
内
２
つ
目
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

骨
格
化
石
発
見
よ
り
も
早
い
発
見
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
時
、
ナ
ウ

マ
ン
ゾ
ウ
の
臼
歯
発
見
を
含
む
夕
張

川
流
域
の
縄
文
遺
跡
を
調
査
し
て
い

た
野
村
崇
氏
（
現
在
、
北
海
道
文
化

財
保
護
協
会
理
事
）
は
、
科
学
的
な

手
法
で
調
査
を
行
い
、
そ
の
手
法
を

し
っ
か
り
記
録
し
て
い
ま
し
た
。
縄

文
遺
跡
調
査
の
記
述
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
「
栗
山
町
の
文
化
財
」
が
、
現

在
、
古
書
店
で
高
値
が
つ
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
古
い
書
物
の
中

ま
す
の
で
、
お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

　

☎
�
７
１
０
３

皆
さ
ん
の
手
で
店
舗
の
改
修
を

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.28
　

今
回
担
当
し
ま
す
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
高
橋
毅
で
す
。

　

台
風
に
続
き
、
大
き
な
地
震
。
大

変
な
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
栗
山
町
地
域

お
こ
し
協
力
隊
は
、
幸
い
に
も
け
が

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

カ
フ
ェ
＆
バ
ー
の
開
店
に
向

け
、
７
月
６
日
よ
り
実
施
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
、
全
国
か
ら

６
０
０
万
円
を
超
え
る
ご
寄
附
を
賜

り
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
店
舗

を
改
修
し
て
い
ま
す
。
床
を
磨
い
た

り
、
壁
紙
を
剥
が
し
た
り
、
地
味
な

作
業
が
多
い
で
す
が
、
災
害
続
き
の

栗
山
町
で
少
し
で
も
明
る
い
話
題

に
な
れ
る
よ
う
毎
日
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
壁
の
漆し

っ
く
い喰
塗
り
な
ど
を

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
皆
様
に
も

ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
開
催
し

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.28

栗山町で発見された「ナウマンゾウ」
の臼歯

デンイーグルス栗山町民応援

観戦ツアーに行ってきました

　栗山町の観戦ツアー当日、北海道 179
市町村応援大使札幌ドーム北３ゲート奥
で、PR ブースを出展しました。
　ブースでは、ふるさと納税 PR を中心に
出展し、栗山町の応援大使就任を記念した
応援大使オリジナルグッズを含むふるさと
納税返礼品の紹介やアンケート調査の実
施、観光パンフレットの配布を行いました。

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ
　☎ 73-7502

　8 月 25 日に札幌ドームで行われた、北海道日
本ハムファイターズのホームゲーム（VS. 東北楽
天ゴールデンイーグルス）に町民 80 人が招待さ
れました。招待された町民の皆さんは、試合前に
栗山町応援大使の宮

み や に し

西尚
な お

生
き

選手、淺
あ さ

間
ま

大
だ い

基
き

選手と
の集合写真を撮影した後、試合を観戦し、満員の
札幌ドームで大きな声援を送りました。
　淺間選手はスターティングメンバ―として１番
ライトで出場し、６回裏にはフェンス直撃の２
ベースヒットを放ち、９回裏には宮西選手が登板
し０点で抑えるなど、栗山町応援大使両選手の活
躍を間近で見ることができました。また、清宮幸
太郎選手の本拠地初ホームランもあり大いに盛り
上がりました。試合は、延長 12 回までもつれ込み、
惜しくも 3-3 で引き分ける大接戦となりました。
　今シーズンの試合も残りわずかとなりました
が、ファイターズのパ・リーグ優勝と日本一に向
けて、栗山町応援大使の宮西尚生選手、淺間大基
選手を応援しましょう！

8月25日VS. 東北楽天ゴール

栗山町 PR ブースの出展をしました！

床磨きに汗を流す様子

9 広報くりやま　2018. 10 82018. 10　広報くりやま   

秋まつりでの試験営業の様子
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　JR 北海道が「単独では維持困難」とする室蘭線岩見沢～沼ノ端間の維持、存続に向け南空知 3 市町（岩
見沢市、由仁町、栗山町）の首長と道、北海道運輸局、JR の関係者による懇談会が 8 月 29 日に岩見
沢市で行われました。
　懇談会では、北海道運輸局より今年 7 月に示された JR 北海道への支援策の内容、道からは 8 月 1
日開催の 6 者会議の結果内容、JR 北海道からは今後の経営改善に向けた方向性などの報告がありま
した。
　これを受け、南空知 3 市町は、負担の軽減や財政措置を国に強く求めていくことを確認し、今後
さらに線区の維持存続に向けた議論を進めるため、できるだけ早い時期に沿線自治体である苫小牧市、
安平町も含めた室蘭線全体の協議会を設置することを確認しました。
　本町も、室蘭線は町民にとっては欠かすことのできない公共交通の足であり、栗山駅を核とした町
の再生事業を進めています。引き続き、沿線自治体とさらなる利用促進策に加え、維持存続に向けた
議論をしっかりと進めていきます。

　JR 北海道では、4 月のくりやま老舗まつりに続き、栗山秋
まつり（栗山天満宮例大祭）に合わせた臨時列車を運行しま
した。
　栗山秋まつり（栗山天満宮例大祭）による JR 臨時列車は
初めての運行となり、多くの乗客でにぎわいました。今後も
JR 北海道、沿線市町と連携し、利用促進策を進めていきます。

室蘭線沿線南空知首長と懇談会を実施

栗山秋まつり、
初の臨時列車が運行！

こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.81

№ 7

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

　

こ
ん
に
ち
は
、
栗
山
青
年
会
議
所

理
事
長
の
小
針
一
人
で
す
。

　

９
月
に
入
り
、
台
風
と
地
震
に
よ

る
災
害
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
ま

し
た
。
連
日
の
報
道
で
災
害
状
況
を

目
に
し
、
胸
が
張
り
裂
け
そ
う
な
思

い
で
あ
り
、
地
震
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
に
対
し
ま
し
て
謹
ん
で

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
て
お
ら
れ
る
皆
様
に
対
し

ま
し
て
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
み
暮
ら
す
栗
山
町

は
、
幸
い
に
も
被
害
は
一
部
地
域
で

の
道
路
陥
没
や
停
電
と
比
較
的
軽
微

で
あ
り
ま
し
た
が
、
９
月
６
日
に
栗

山
商
工
会
議
所
青
年
部
と
栗
山
駅
前

通
り
の
Ｋ
・
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
店
舗

前
を
お
借
り
し
、
カ
レ
ー
の
炊
き
出

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
９
月
８
日
に
は
日
本
Ｊ
Ｃ
シ
ニ

ア
・
ク
ラ
ブ
、
栗
山
商
工
会
議
所

青
年
部
の
有
志
で
９
月
25
日
に
行
わ

れ
た
栗
山
秋
ま
つ
り
（
栗
山
天
満
宮

例
大
祭
）
で
販
売
し
た
「
く
り
や
ま

カ
レ
ー
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
」
１
０
０
食

を
は
じ
め
、
そ
れ
に
伴
う
カ
セ
ッ
ト

コ
ン
ロ
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
飲
料

水
な
ど
を
心
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す

が
、
む
か
わ
町
へ
救
援
物
資
と
し
て

お
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

栗
山
青
年
会
議
所
で
は
５
年
前
に

栗
山
町
と
防
災
協
定
を
締
結
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
緊
急
避
難
訓

練
で
の
誘
導
や
炊
き
出
し
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
震
災
で
実
際
に
行

動
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
、
身
を

も
っ
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
の
災
害
を
自

分
事
と
捉
え
栗
山
青
年
会
議
所
で
は

今
後
、
被
災
地
や
被
災
者
へ
心
を
寄

せ
て
支
援
活
動
を
継
続
し
、
平
常
時

か
ら
の
災
害
に
対
す
る
意
識
醸
成
を

図
り
、
行
政
と
相
互
連
携
を
進
め
る

こ
と
で
、
防
災
体
制
の
さ
ら
な
る
充

実
を
図
り
災
害
へ
の
備
え
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
へ
の
備
え
に
取
り
組
む

くりやま老舗まつり時の臨時列車（4 月 14 日撮影）

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

　9 月に発生した台風 21 号と北海道胆振東部地
震により、住家などに被害を受けた場合、被災者
の申請に基づき「罹災証明書」「被害届出証明書」
を発行します。各種支援・救済措置の手続きや保
険金の請求などに証明書が必要な方は、次のとお
り申請してください。

【証明書種別】
＜罹災証明書＞
被災した住宅・納屋・車庫などの被害の程度を町
が証明
＜被害届出証明書＞
上記物件のほか、動産や車両などの被害届出をし
たことを町が証明
※農作物や農業用ビニールハウスなどに関する被

害は、別途農業関係団体にご相談ください。
【対象となる災害】
＜台風被害＞
9 月 5 日発生の台風 21 号
＜地震被害＞
9 月 6 日発生の北海道胆振東部地震

【申請期間】
　10 月 31 日㈬まで
※受付は役場庁舎開庁時間内となります。

【発行申請窓口】
　総務課広報・防災・情報グループ
　☎ 73-7501

【申請に必要なもの】
①罹災証明願または被害届出証明書
※発行申請窓口で書いていただきます。
②被害状況が確認できる写真
※被害状況写真は、片付けや補修をする前に撮影

してください。
③申請者の印鑑および窓口に来られた方が申請者

本人であることを確認できるもの
　＜身分証明書＞
　運転免許証、健康保険証など
※被災者本人の申請でない場合、委任状が必要と

なります。（発行申請窓口で記載）

罹災証明書・被害届出証明書を発行します

【臨時列車運行日時】
9 月 24 日㈷
栗山駅 20：06 発
→岩見沢駅 20：29 着



今月の暮らし

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ご
み
分
別
へ
の

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

秋の全町一斉清掃

【日時】10 月 14 日日  7：00 ～
【場所】町内全域

堆肥「栗
く り

肥
ぴ っ と

土」秋の特別販売

【日時】10 月 6 日土  9：00 ～
【場所】役場駐車場車庫前
【価格】1 袋（10kg）300 円
【販売数量】500 袋
【特典】5 袋につき 1 袋プレゼント

※無くなり次第終了となります。

※ 6：45 に打上花火で合図を行
います。（雨天決行）

※詳細は、各町内会・自治会経
由で通知します。

ご
み
処
理
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　

日
々
の
生
活
の
中
で
、
ご
み
に
関
す

る
疑
問
を
持
た
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

町
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
見
学
会

を
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
実
際
に

ご
み
の
処
理
現
場
を
見
学
し
て
い
た
だ

き
、
ご
み
分
別
な
ど
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
担
当
職
員
が
説
明
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
質
問
い
た
だ
き
、
日
ご

ろ
の
ご
み
に
対
す
る
疑
問
を
解
消
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
日　
　
時

　

10
月
19
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

◆
定　
　
員

　

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

◆
申
込
方
法

　

町
環
境
政
策
課
へ
電
話
で
予
約

◆
申
込
期
間

　

10
月
１
日
㈪
～
17
日
㈬

※
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
全
員
に
、

粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

時　間 内　容

9：00 （継立）南部公民館出発

9：15 （角田）農村環境改善センター出発

9：25 総合福祉センター「しゃるる」出発

9：30 役場出発

9：35 カルチャープラザ「Ｅｋｉ」出発

9：45 資源リサイクルセンター見学

10：30 環境センター（堆肥化施設・中間処理施設・最終処分場）
見学

11：30 終了

ごみ処理施設見学会日程

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

生
活
・
安
全

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

　
震
災
を
口
実
に
し
た「
だ
ま
し
」に
注
意

　

９
月

１１
日
、
東
神
楽
町
の
お
宅
に
、

電
力
会
社
を
名
乗
る
女
性
か
ら
「
震
災

の
関
係
で
節
電
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
動
力
の
検
査
を
す
る
の
で
、
お
客

様
番
号
を
言
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
不

審
電
話
が
入
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を

口
実
に
し
て
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
す

「
不
審
電
話
」、
義
援
金
を
だ
ま
し
と
る

「
サ
ギ
」、
不
正
な
修
繕
費
用
を
請
求
す
る

「
悪
質
商
法
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪

が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

電
話
は
一
旦
返
答
を
保
留
し
て
警
察

な
ど
に
相
談
す
る
、
訪
問
者
は
身
分
証

明
書
を
確
認
す
る
な
ど
慎
重
に
対
応

し
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
義
援
金
を
振
り
込

む
場
合
、
振
込
先
は
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
・

な
ど
で
必
ず
確
認
、
不
審
だ
な
と
思
っ

た
ら
警
察
相
談
電
話
＃
９
１
１
０
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

義
援
金
詐
欺
に
注
意
！

事例 事例の内容

事例① 役場（市役所）職員を装い家庭
を訪問し、募金を求めた。

事例②
公的機関と紛らわしい機関名を
かたり「避難地確保のため寄付
してください」などと言って振
り込ませようとした。

事例③
息子の名をかたり「職場で集め
た義援金をなくしたのでお金を
準備してほしい」と現金を求め
た。

事例④
被災者を装いネット掲示板に「交
通費を支援してほしい」などと
書き込み、支援金を求めた。

事例⑤

実在する団体の名称をかたり「災
害支援基金への寄付をお願いし
ます」というファックスを送信
し、実在団体とは別の個人名の
口座に振り込ませようとした。

事例⑥

「仮設住宅に入っている人を老人
ホームに入れたいので名義を貸
してほしい」と言い承諾を得た
上で、後日「名義貸しは犯罪」
と言って解決金を求めた。

過去の震災時に見られた主な事例

忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認

消
防

【問い合わせ】　
　南空知消防
　組合消防署
　☎ 72-0150

【
平
成
30
年
度 

全
国
統
一
防
火
標
語
】

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
ま
す
。
ま
た
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火

気
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、

１
年
を
通
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
身
の
回
り
の
火
の
元

を
点
検
し
た
り
、
避
難
口
を
確
認
す
る

な
ど
し
て
火
災
予
防
に
対
す
る
意
識
を

高
め
、
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
火

災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

　

平
成
23
年
６
月
よ
り
、
全
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
際
に
き
ち
ん
と
作
動
す
る

よ
う
、
月
に
一
度
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
手
入
れ
と
作
動
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

○
手
入
れ

本
体
に
付
い
た
ホ
コ
リ
が
溜
ま
る

と
、
火
災
を
感
知
し
に
く
く
な
る
こ

と
や
誤
作
動
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
の
で
、
最
低
で
も
年
に
１
回
は
乾

全
道
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
10
月
15
日
㈪
～
31
日
㈬
　
　

い
た
布
で
ホ
コ
リ
を
ふ
き
取
る

○
作
動
確
認

本
体
の
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
、
も
し

く
は
点
検
用
ひ
も
を
引
き
、
異
常
の

有
無
を
確
認

　

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、
全
寝

室
お
よ
び
階
段
室
（
２
階
に
寝
室
が
あ

る
場
合
）
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

ご
不
明
、
ご
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

消
防
署
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

分団名 地区 日　時 場　所

第 1 分団 栗山 10 月 13 日㈯
14：00 ～ 栗 夢 広 場

第 2 分団 角田 10 月中旬
15：00 ～

角田小学校グラ
ウンド（予定）

第 3 分団 継立 10 月中旬
13：30 ～

南部公民館
（予定）

平成 30 年度　秋季消防演習日程
　下記の日程で、秋季消防演習を行います。演
習実施中に車両のサイレンが鳴ることがありま
すので、火災と間違わないようにお願いします。

13 広報くりやま　2018. 10 122018. 10　広報くりやま   



今月の健
け ん こ う

幸
　

あ
な
た
が
こ
れ
か
ら
認
知
症
の
人
に

初
め
て
会
う
こ
と
に
な
っ
た
と
し
ま

す
。
そ
の
時
、
あ
な
た
の
中
に
は
ど
ん

な
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
か
？

　
「
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
を
わ
か
っ
て

く
れ
る
だ
ろ
う
か
」「
認
知
症
の
程
度

は
ど
の
位
だ
ろ
う
」「
何
を
話
せ
ば
い

い
の
だ
ろ
う
」「
で
き
れ
ば
会
い
た
く

な
い
」
等
々
・
・
・
。
認
知
症
で
は
な

い
人
と
初
め
て
会
う
場
合
と
比
べ
て
、

戸
惑
い
や
不
安
が
生
じ
て
は
い
ま
せ
ん

か
？ 

ま
た
、
そ
の
時
点
で
、
健
常
者

同
士
の
よ
う
な
話
し
相
手
と
は
考
え
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
故
ト
ム
・
キ
ッ
ド
ウ
ッ

ド
教
授
（
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
大
学
）

が
提
唱
し
た
、「
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー

ド
・
ケ
ア
」
が
数
年
前
か
ら
日
本
の
介

護
の
世
界
で
も
広
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
そ
の
人
を
取
り
巻
く
人
々
や
社

会
と
関
わ
り
を
も
ち
、
人
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
、
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
、
本

人
が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、
と
も
に

行
っ
て
い
く
ケ
ア
」
の
こ
と
で
す
。
ケ

ア
す
る
人
、
さ
れ
る
人
と
い
う
一
方
通

行
の
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
に
「
私

は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
感
じ
ら
れ

る
相
互
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

認
知
症
が
進
行
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、
生
活
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
本
人
が

う
ま
く
自
分
の
気
持
ち
や
意
見
を
伝
え

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
相
手
が
気
持
ち
を

察
す
る
余
裕
や
意
欲
な
ど
が
不
足
し
て

い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
の
心
理
的
ニ
ー
ズ
を
、

故
ト
ム
・
キ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
教
授
は
、
以

下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

◆
く
つ
ろ
ぎ　

：
身
体
的
な
苦
痛
が
な

く
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
い

◆
自
分
ら
し
さ
：
自
分
が
自
分
で
あ
り

続
け
た
い

◆
結
び
つ
き　

：
な
じ
み
、
愛
着
、
こ

だ
わ
り
を
大
切
に
さ
れ
た
い

◆
た
ず
さ
わ
る
こ
と
：
役
割
を
持
ち
た

い
、
や
れ
る
こ
と
は
し
た
い

◆
共
に
あ
る
こ
と
：
人
や
社
会
と
つ
な

が
っ
て
い
た
い

　

も
し
、
認

知
症
の
人
が

目
の
前
で
混

乱
し
て
い
た

ら
、
す
ぐ
に

対
処
す
る
の

で
は
な
く
、

ま
ず
こ
れ
ら

の
ニ
ー
ズ
の
何
が
満
た
さ
れ
て
い
な

い
の
か
に
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ほ
ん
の
少
し
、
認
知
症
の
人
の
立

場
で
考
え
、
本
人
を
尊
重
す
る
対
応
を

す
る
こ
と
で
、
改
善
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
る
こ
と
、
認
知
症
の
人

の
介
護
者
に
な
る
こ
と
、
こ
の
二
つ
は

今
や
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

誰
も
が
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
今
、
実
際
に
家
族
を
介
護
し
て
い

る
私
自
身
も
こ
の
現
実
と
向
き
合
い

な
が
ら
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
家
族
が

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
意
思
を
尊
重
さ

れ
、
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
温
か

く
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
の
な
ら
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活

し
て
い
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
社
会

の
一
員
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
差
別
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
そ
の
人
の

視
点
に
立
っ
て
、
共
感
を
も
ち
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
勢
が
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
の
人
に
対
す

る
心
の
バ
リ
ア
を
外
し
、
誰
も
が
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
れ
ば
、
皆
が
幸
せ

に
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
を「
他

人
ご
と
」
で
は

な
く
、「
わ
た
し

ご
と
」
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
学

び
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

認
知
症
の
人
の
ケ
ア
に
つ
い
て

～
パ
ー
ソ
ン
・
セ
ン
タ
ー
ド
・
ケ
ア
の
視
点
か
ら
～

保
健
福
祉
の
コ
ラ
ム 

渡
部　

百
合
子

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

介
護
老
人
保
健
施
設　

ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
く
り
や
ま　

看
護
科
長

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
く
り
や
ま　

介
護
支
援
専
門
員
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生
涯
を
通
し
て
考
え
た
場
合
、
日
本

人
の
２
人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
山
町
の
死
因
の
ト
ッ
プ
も「
が
ん
」

で
す
。
が
ん
の
中
で
も
肺
が
ん
で
死
亡

す
る
方
が
最
も
多
く
、次
に
膵
臓
が
ん
、

胃
が
ん
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

が
ん
検
診
は
、
町
か
ら
の
費
用
助
成

を
受
け
ら
れ
る
年
齢
・
健
診
機
関
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
住
民
保
健
課

健
康
推
進
グ
ル
ー
プ
へ
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
の
お
知
ら
せ

元
気
が
一
番

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h受

け
て
い
ま
す
か
？「
が
ん
検
診
」
　

早
期
に
が
ん
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、

９
割
の
が
ん
が
完
治
す
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
治
療
に
か
か
る
期
間
も
短
く

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ　
　

【
日
　
程
】
11
月
9
日
㈮

【
場
　
所
】
札
幌
が
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

【
健
診
機
関
】
北
海
道
対
が
ん
協
会

【
受
診
で
き
る
項
目
】（
定
員
あ
り
）

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん

検
診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
は
対
象
と
な

る
年
齢
や
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
町
広
報
４
月
号
に
折
り
込
み

ま
し
た
「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

【
日
　
程
】
10
月
29
日
㈪

【
場
所
・
時
間
】

○
北
海
道
内
田
鍛
工
株
式
会
社

　

午
前
９
時
半
～
11
時

○
栗
山
町
役
場

　

午
後
０
時
半
～
３
時

○
北
海
道
介
護
福
祉
学
校

　

午
後
３
時
半
～
４
時
半

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

一
部
助
成
の
お
知
ら
せ

【
対
象
者
】

①
65
歳
以
上
の
町
民

②
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、

腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
害
を
持
つ
方
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り

免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
持

つ
方

【
望
ま
し
い
接
種
時
期
】　

　

10
月
～
12
月
中
旬

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は
例
年
１

月
上
旬
か
ら
３
月
上
旬
が
中
心
で

す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
表
れ
る
ま

で
に
は
接
種
後
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
５
カ
月
間
効
果
が
持
続
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
12
月

中
旬
頃
ま
で
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
助
成
金
額
】

　

１
５
０
０
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
助
成
）

※
町
内
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
方

は
、
接
種
費
用
か
ら
助
成
金
額
を
控

除
し
た
額
を
医
療
機
関
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。

　肺
   20%

膵臓
14%

肝臓
 8 %

  胃
12%大腸

11%

その他
   25%

胆のう
   5%

食道
  3%

 乳
2%

子宮
 0%

【上図】がん細胞の変化
　早期がんのうちに発見できる時間は、たった１～２年。定期的にがん検診を受けるこ
とで、がん発見後の生存率を高めることができます。

がん部位別死亡割合（H23 ～ 27）栗山町

※人口動態統計より

がん細胞の変化

細胞1個 細胞10億個

1cm 2cm

1～2年

検診で発見できる早期がん



17 広報くりやま　2018. 10 162018. 10　広報くりやま   

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
対
応
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
ぶ
「
認
知
症
の
人

と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
研

修
会
」
が
８
月
21
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
で

開
か
れ
ま
し
た
。
北
広
島
メ
ン

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
穴
澤
龍た

つ
じ治

院
長
を
講
師
に
招
き
、「
も
し

か
し
て
認
知
症
？
～
認
知
症
の

社
会
全
体
で
支
え
ら
れ
る
よ
う
に

認
知
症
の
人
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

栗山町 検索栗山町 検索

平
成
30
年
度
の
「
栗
山
町

総
合
防
災
訓
練
」
が
９

月
２
日
、
角
田
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
と
地
域
住
民
の
災
害
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
目
的
に

毎
年
開
催
。
今
年
は
、
地
震
に

よ
り
住
宅
な
ど
に
被
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
想
定
し
、

町
が
設
置
し
た
災
害
対
策
本
部

若
手
農
業
者
が
、
地
震
で

食
材
な
ど
に
困
っ
て
い

る
町
民
を
応
援
し
よ
う
と
９
月

９
日
、「
く
り
や
ま
ま
ん
ぷ
く

大
作
戦
」
を
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
駐

車
場
で
行
い
ま
し
た
。
長
ね
ぎ

や
ピ
ー
マ
ン
、
米
、
じ
ゃ
が
い

も
な
ど
が
格
安
で
販
売
さ
れ
た

ほ
か
、
玉
ね
ぎ
の
詰
め
放
題
や

北
海
道
三
富
屋
株
式
会
社
に
よ

早
期
発
見
に
つ
い
て
～
」
と
題

し
て
講
演
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
認
知
症
の
症
状
や
、
予
防
、

治
療
に
つ
い
て
説
明
し
、
町
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
1
0
0
人

を
超
え
る
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。終
了
後
、

参
加
者
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
証
で
あ
る
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

総
合
防
災
訓
練

が
、
角
田
地
区
に
避
難
勧
告
を

発
令
。
対
象
住
民
約
80
人
が
避

難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

ほ
か
、
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓

練
、
栗
山
赤
十
字
病
院
に
よ
る

救
護
訓
練
と
応
急
手
当
講
習
な

ど
を
実
施
。
参
加
者
は
訓
練
・

講
習
を
通
し
て
防
災
の
意
識
を

高
め
ま
し
た
。

地
震
に
負
け
な
い
！

く
り
や
ま
ま
ん
ぷ
く
大
作
戦

る
コ
ロ
ッ
ケ
販
売
も
実
施
。
田

中
誠
司
実
行
委
員
長
は
「
栽
培

し
た
野
菜
が
地
震
の
影
響
で
出

荷
で
き
な
い
中
、
町
民
の
方
々

が
食
材
に
困
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
農
家
と
し
て
町
民
に
何

か
還
元
で
き
な
い
か
と
思
い
開

催
し
ま
し
た
」
と
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

身
近
な
衣
類
を
使
っ
た
応
急
処
置
法

を
実
演

町
内
の
若
手
農
業
者
が
米
や
野
菜
を

格
安
で
販
売

①

②

①「認知症は、今や
誰でもかかりうるあ
り ふ れ た 病 気 で あ
り、予防が大切」と
呼びかける穴澤先生
②研修会終了後、参
加者全員にオレンジ
リングを配布

栗山町 検索栗山町 検索

生
産
現
場
の
理
解
を
深
め

よ
う
と
、
東
京
大
学
の

学
生
が
９
月
10
日
か
ら
栗
山
町

内
で
農
業
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
体
験
は
９
月
19
日
ま
で
実

施
さ
れ
、
期
間
中
、
メ
ン
バ
ー

を
入
れ
替
え
な
が
ら
10
人
が
栗

山
農
業
の
実
情
を
学
び
ま
し

た
。
９
月
12
日
は
継
立
地
区
の

国
岡
正
好
さ
ん
の
圃
場
で
ぼ
っ

栗
山
町
で
農
業
体
験

東
京
大
学
学
生

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
」

が
９
月
16
日
、
南
学
田
の
井
澤

智
明
さ
ん
の
水
田
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
は
札
幌
市

白
石
区
の
親
子
な
ど
を
対
象
と

し
、
稲
刈
り
体
験
を
通
し
て
農

業
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
食
や

米
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
。
そ
ら

札
幌
市
民
と
収
穫

稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
in
く
り
や
ま

ち
南
農
協
青
年
部
が
主
催
し
、

今
回
で
31
回
目
と
な
り
ま
す
。

開
会
式
で
吉
田
篤
史
部
長
が

「
ケ
ガ
に
は
気
を
付
け
て
稲
刈

り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
参
加
し
た

親
子
連
れ
約
60
人
は
同
青
年
部

員
と
と
も
に
、
５
月
に
植
え
た

「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
稲
刈
り
を

行
い
ま
し
た
。

夕
張
川
を
上
る
サ
ケ
の
障

壁
と
な
っ
て
い
た
農
業

用
取
水
施
設
・
栗
沢
頭と

う
し
ゅ
こ
う

首
工
の

魚
道
「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」
で

９
月
15
日
、
夕
張
川
自
然
再
生

協
議
会
な
ど
町
民
有
志
に
よ
る

除
草
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
魚
道
が
平
成
27
年
３
月
20
日

に
完
成
し
て
以
来
初
め
て
作
業

を
実
施
。
町
民
有
志
の
ほ
か
、

札
幌
開
発
建
設
部
よ
り
魚
道
の

管
理
委
託
を
受
け
て
い
る
環
境

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
株
式
会
社

エ
コ
テ
ッ
ク
（
札
幌
市
）
の
社

魚
道
を
き
れ
い
に

栗
沢
頭
首
工
で
除
草
作
業

員
も
応
援
に
駆
け
付
け
約
30
人

が
約
１
時
間
半
に
わ
た
る
作
業

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
作
業
を

終
え
た
高
橋
慎
会
長
は
「
サ
ケ

が
気
持
ち
よ
く
産
卵
で
き
る
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
除
草

作
業
前
に
は
、
町
内
を
流
れ
る

夕
張
川
支
流
の
雨
煙
別
川
で
川

底
に
溜
ま
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

を
拾
い
上
げ
る
河
川
清
掃
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
行
わ
れ
ま
し
た
。①②晴天の中、魚道付近の除草に尽力

東
京
大
学
の
学
生
が
か
ぼ
ち
ゃ
の
収

穫
を
体
験

札
幌
市
白
石
区
民
と
楽
し
そ
う
に
稲

刈
り
を
体
験

①

②

ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
を
体

験
。
参
加
し
た
東
大
生
は
「
想

像
以
上
に
手
間
が
か
か
る
こ
と

な
ど
、
農
業
の
未
知
の
部
分
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
苦
労
は

多
い
が
、
や
り
が
い
も
あ
る
。

将
来
は
農
業
に
挑
戦
し
て
み
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

乳幼児さんも遊ぼう！

　

　

家庭用電気治療器具の訪問販売

【国民生活センター事例より】
事例：「どこか体に悪いところはないか」と

いう電話が突然あり、「腰が悪い」と
伝えたところ、数日後に男性が自宅に
来た。電気治療器の体験をさせられ、
6 時間も居座り、断りきれず 38 万円
で契約してしまった。「1 週間では効
果がないので 10 日間は使用するよう
に」と言われたが、クーリング・オフ
したい。（80 歳代女性）

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

　「認知症」は特別なものではなく、誰にでも起
こる可能性があります。オレンジカフェは介護
に不安がある方や地域の方が気軽に集い、抱え
ている悩みを相談できる、「憩いの場」です。ど
なたでも参加可能ですので、お気軽にお越しく
ださい。（毎月第３水曜日に開催しています）
　10 月のテーマは「今からでも間に合う防災対
策」です。愛全会コンプライアンス統括グルー
プ小島秀吉防災担当課長が、災害に遭った時の
対処方法について講義を行います。防災意識を
高める機会になりますので、ぜひご参加くだ
さい。

【日　時】
　10 月 17 日㈬　13：30 ～ 15：00

【場所・問い合わせ】
　ガーデンハウスくりやま（朝日4） 
　☎ 72-2600

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設

　
　
【日　時】 10 月 19 日㈮  13：00 ～ 16：00
【場　所】 総合福祉センター「しゃるる」
【内　容】

　札幌弁護士会所属弁護士 による法律相談
【申込方法】

　事前に電話で予約（定員 6 人）
【申込先・問い合わせ】

　町社会福祉協議会  ☎ 72-1322

無料法律相談無料法律相談無料法律相談

◎電話がかかってきた時点で、商品の販売を目
的としていないかを確認し、必要なければ商
品の購入、自宅への来訪をきっぱり断りま
しょう。

◎契約書が渡されていない場合や、正しい記載
がなされている契約書を受け取った日から8
日以内である場合などはクーリング・オフが
できます。

◎ 困 っ た と き
は、南空知消
費 生 活 相 談
室 に ご 連 絡
ください。

【ひとこと助言】

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581
毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

児童センター児童センター児童センター

　

第
10
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

就
学
前
の
子
ど
も
た
ち
が
親
子
で
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

10
月
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
半

（
各
ブ
ー
ス
は
11
時
50
分
で
終
了
）

※
正
午
よ
り
、
大
ホ
ー
ル
で
松
川
敦

子
さ
ん
に
よ

る
「
親
子
で
ワ

ク
ワ
ク
ふ
れ
あ

い
あ
そ
び
」
を

行
な
い
ま
す
の

で
、
お
楽
し
み

に
！

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対　

象

　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

※
買
っ
た
も
の
や
景
品
を
入
れ
る
袋

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

午
前
９
時
50
分
よ
り
「
栗
っ
子
よ

い
歯
の
表
彰
式
」
を
行
い
ま
す
の
で
、

対
象
児
童
の
ご
家
族
や
一
緒
に
お
祝

い
し
て
く
れ
る
方
は
、
９
時
45
分
ま
で

に
大
ホ
ー
ル
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　児童センターは学齢期の子どもだけでなく、乳幼児の親
子にも施設を開放しています。また、月 2 回「くりくり広場」
を開催し、専任の保育士が楽しい遊びの提供も行っていま
す。広い遊戯室では走り回り体を動かして遊ぶこともでき
ますので、ぜひご利用ください。

　18 歳以下のお子さんならどなたでも利用することができます。（就学前の乳幼児は保護者同伴）
◆開  館  日　　月曜～土曜（日曜・祝日・年末年始除く）
◆開館時間　　10：00 ～ 12：00　／　13：00 ～ 17：00

　専任の保育士が乳幼児向けの親子製作や体を使った遊びを行っています。
◆開  催  日　　毎月第 1・第 3 水曜日
◆開催時間　　10：30 ～ 11：30
◆利用対象　　就学前の乳幼児とその保護者
◆実施内容　　町広報に折り込みしている「くらしのカレンダー」

に掲載
～ 10 月のくりくり広場～
10 月 3 日㈬　体を動かして遊ぼう「遊戯室遊び」
10 月 17 日㈬　作って遊ぼう「親子製作」

【一般開放】

【くりくり広場】

【問い合わせ】厚生労働省北海道労働局  ☎011-709-2311

※ 10 月 1 日効力発生

必ずチェック  最低賃金 !

北 海 道
最低賃金 8 3 5  円

時間額
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ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n10
October

　
「
働
き
方
」
が
変
わ
り
ま
す
！
！

　
　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
働
き

方
改
革
関
連
法
が
順
次
施
行
さ
れ

ま
す
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
（
月
45

時
間
、
年
３
６
０
時
間
）
が
導
入

②
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得

（
毎
年
５
日
、
時
季
を
指
定
）
が

必
要

③
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差

（
基
本
給
や
賞
与
な
ど
）
が
禁
止

※
詳
し
く
は
北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://jsite.m
hlw

.go.jp/
hokkaido-roudoukyoku/

　

平
成
30
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間

が
実
施
さ
れ
ま
す

　
　

今
年
度
は
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
健
康
づ
く
り　

み
ん
な
で
進
め

る
働
き
方
改
革
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
平

成
30
年
度
全
国
労
働
衛
生
週
間
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
　

こ
の
機
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

に
お
い
て
、
ト
ッ
プ
か
ら
第
一
線

の
現
場
に
至
る
ま
で
、
健
康
保
持

増
進
に
つ
い
て
の
意
識
を
高
め
、

く
ら
し

そ
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署
（
第
三

方
面
）

　

☎
０
１
２
６
（
22
）
４
４
９
０

　

労
働
者
個
人
と
使
用
者
間
の
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
支
援
し
ま
す

～
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
～

　
　

北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
突

然
の
解
雇
や
賃
金
未
払
い
な
ど
、

労
働
者
個
人
と
使
用
者
間
の
労
働

問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

を
支
援
す
る
「
個
別
的
労
使
紛
争

あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

労
働
問
題
に
精
通
し
た
公・労・

使
の
各
委
員
三
人
一
組
の
あ
っ
せ

ん
員
が
、
当
事
者
か
ら
事
情
を
聴

き
、
問
題
点
に
応
じ
た
助
言
等
を

行
っ
て
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
る

解
決
を
図
り
ま
す
。

　
　

申
請
は
簡
単
・
無
料
で
、
秘
密

厳
守
し
、
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆「
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」（
一

般
労
働
相
談
）

【
月
～
金
曜
日
】

　

午
後
５
時
～
８
時

【
土
曜
日
】

　

午
後
１
時
～
４
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

☎
０
１
２
０（
81
）６
１
０
５（
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
社
会
保
険
労
務
士
が
対
応
し

ま
す
。

◆
「
あ
っ
せ
ん
相
談
・
申
請
」

※
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
月
～
金
曜
日
】

　

午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
半

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局
調

整
課

　

☎
０
１
１
（
２
０
４
）
５
６
６
７

（
直
通
）

■定例相談も開催しています
○毎月第２月曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱カルチャープラザ「Eki」
○偶数月第１火曜日
　時　間╱ 10：00 ～ 12：00
　場　所╱農村環境改善センター

秋 の特設行政相談を開催 します
　総務省では、行政相談制度について、広く国民に理解され、利用していただけるよう、毎年 10 月の一週間を「行
政相談週間」と定めています。
　今年度は、10 月 15 日㈪から 21 日㈰までの 1 週間を「行政相談週間」と定め、本町でも 2 人の行政相談委
員が次のとおり特設行政相談所を開設しますので、お困りの際はぜひ一度ご利用してはいかがでしょうか。

行政相談
総務省の 困ったら　一人で悩まず

年金、税金、道路、雇用・労働問題など、国の仕事の手続き、サービスに
ついて暮らしの中で困っていることはありませんか？

行政相談キャラクター
キ ク ー ン

10/15
   ～21

【日時・場所】
①日時╱　　月　　日㈮　10：00 ～ 12：00
　場所╱総合福祉センター「しゃるる」

②日時╱　　月　　日㈰　10：00 ～ 12：00
　場所╱南部公民館

10 19

10 21

③行政相談委員とは・・・
　総務大臣から委嘱を受けた民間有識者で、住民の
相談相手として、国の仕事に関する苦情や要望を受
け付け、その解決を図る行政相談業務を行います。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ ☎ 73-7501

■窪　統央さん
松風 2 丁目 ☎ 72-2779

■大畠　政勝さん
湯地 ☎ 72-5110

【本町の行政相談委員】

①行政相談とは・・・
　公正・中立の立場から、年金、登記、道路、河川、
窓口サービスなど役所の業務についての要望、
意見を受け付け、関係行政機関などにその解決
や実現を働きかけるとともに、行政の制度や運
営の改善に生かす国の制度です。無料で相談で
き、秘密は固く守られます。
　
②改善事例は・・・
　国道の歩道に設置されている点字ブロックが
破損しており、危険なので修理してほしい。
→点字ブロックを新しいものに交換！
　行政相談委員が、道路管理者に相談内容を伝
え、改善を申し入れたところ、破損していた点
字ブロックが新しいものに交換されました。

よくある質問

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

大募集
平成 30 年 5 月 1 日以降に

栗山町内で撮影された写真を
ご応募ください。

住所年齢問わず誰でも応募可能
グランプリには２万円相当の

町特産品を贈呈！こども賞アリ！
詳しくは町ホームページまで

 【問い合わせ】町建設課技術グループ 
                             ☎ 73-7513

平成 31 年 5 月 31 日㈮

第 5 回
くりやま景観フォトコン

作品募集中

町内の景観写真【締　切】
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◆
場
　
　
所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

　

町
内
に
居
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

◆
内

容

　

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど

◆
参
加
料　
　

無
料

◆
申
込
期
限

　

10
月
5
日
㈮
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
（
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
）

　

☎
�
１
３
２
２

　

は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

◆
日
　
　
時

　

11
月
3
日
㈷

　

雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実
施

　
　

町
内
の
事
業
所
に
勤
め
る
従
業

員
の
賃
金
や
労
働
条
件
、
福
利
厚

生
制
度
な
ど
の
実
態
把
握
を
目
的

と
し
た
雇
用
労
働
実
態
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
事
業
所
の
皆
さ

ん
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

本
調
査
は
建
設
業
、
製
造
業
、

御
・
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
常

時
従
業
員
５
人
以
上
）
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
２
年
お
き
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

◆
対

象

　

建
設
業
、
製
造
業
、
御・小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
（
常
時
従
業
員
５
人

以
上
）
の
事
業
所
お
よ
び
従
業
員

◆
期

間

　

10
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬
ま
で

◆
委
託
業
者

　
日
本
デ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

◆
問
い
合
わ
せ

　

町
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推

進
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
１
６

　
無
年
金
者
生
活
支
援
給
付
金
を
支
給

◆
対
　
　
象　

　

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
の
受
給
資

格
の
な
い
方
で
、
次
の
①
か
ら
⑥

ま
で
の
全
て
に
該
当
し
生
活
上
困

窮
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

①
生
活
保
護
費
の
支
給
を
受
け
て
い

な
い
方

②
前
年
の
収
入
額
が
80
万
円
未
満
の
方

③
平
成
29
年
度
の
町
民
税
で
ど
な
た

か
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い
な
い
方

④
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
同
一
世
帯
内
に
収
入
の
あ
る
同
居

人
が
い
な
い
方

⑥
同
居
し
て
い
な
い
親
族
や
第
三
者

な
ど
か
ら
定
期
的
・
臨
時
的
に
金

銭
の
支
援
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
支
給
額　

月
額
５
０
０
０
円

◆
申
請
手
続
き　

申
請
書
（
印
鑑
）

の
ほ
か
に
審
査
に
必
要
な
書
類

（
通
帳
）
な
ど
が
必
要
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
町
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
７

　　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ど
い　

　
　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
子
ど

も
と
の
多
世
代
交
流
を
目
的
に
、

体
を
使
っ
た
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時　

　

10
月
13
日
㈯

　

午
前
8
時
半
～
正
午

く
ら
し

　

く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
加
盟
店

会
（
担
当
：
仲
井
）　

　

☎
０
９
０（
１
５
２
１
）3
5
0
5

　

消
費
者
生
活
学
習
会

◆
日

時

　

10
月
６
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時
半

◆
場

所

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

◆
内

容

　

ス
ッ
キ
リ
片
付
く
整
理
収
納　

　

命
を
守
る
片
づ
け
と
防
災
備
蓄

・
講
師　

整
理
収
納
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

桑
島
ま
ゆ
み
さ
ん
（
北
海
道
消
費

者
協
会
非
常
勤
講
師
）

◆
参
加
費　

無
料
で
ど
な
た
で
も

参
加
可

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
消
費
者
協
会
事
務
局　

大
西

　

☎
�
４
３
８
３

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
希
望
時

間
よ
り
30
分
程
度
）

◆
場
　
　
所

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」（
発

着
）・
駅
前
通
り
商
店
街
内

◆
対
　
　
象

　

町
内
の
年
中
・
年
長
児
童

※
兄
弟
（
弟
・
妹
）
一
緒
の
参
加
は

可
能
で
す
。

◆
内
　
　
容

　

保
護
者
か
ら
頼
ま
れ
た
お
つ
か
い

を
、
子
ど
も
た
ち
が
一
人
で
行
う

◆
参
加
特
典

　

子
ど
も
た
ち
の
お
つ
か
い
の
様

子
を
記
録
し
た
D
V
D
や
、
く

り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
（
5
0
0

円
分
）
を
贈
呈

◆
参 

加 

料

　

無
料
（
買
い
物
に
か
か
る
費
用
は

ご
負
担
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
方
法

　

各
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
配
布

の
申
込
書
を
ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ

ラ
ザ
」
に
提
出
（
申
込
書
は
ま
ち

の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
に
も
あ
り

ま
す
）

◆
申
込
定
員　

　

30
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
）

◆
申
込
期
間

　

10
月
７
日
㈰
～
9
日
㈫

◆
主
催
・
問
い
合
わ
せ

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

催

し

　

 一部免除を受けたときは残りの保険料
の納付を忘れずに！

　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者
の前年の所得が一定以下の場合、申請して承認さ
れると納付が免除される制度があります。この場
合免除される保険料には、全額免除と一部免除（４
分の３免除、半額免除、４分の１免除）があります。

【免除が承認された場合の免除額と保険料】
（平成 30 年度の月額保険料）

全額免除 4分の 3免除 半額免除 4分の 1免除
免除額 16,340 円 12,250 円 8,170 円 4,080 円
保険料 0 円 4,090 円 8,170 円 12,260 円

※一部免除を受けた残りの保険料は必ず納めなければ
なりません。納めていない期間は未納扱いとなりま
すのでご注意ください。

【問い合わせ】
　町住民保健課住民・国保グループ
　☎ 73-7509

国 民 年 金

　

講
演
会
・
意
見
交
換
会

◆
日

時

　

10
月
13
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

◆
場

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

大
ホ
ー
ル

◆
内

容

・
講
演
会
「
障
が
い
を
持
つ
子
た
ち

の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
」

・
講
師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
と
ば
を
育

て
る
北
海
道
協
議
会
会
長　

福
井

紀
郎
さ
ん

・
意
見
交
換
会　

テ
ー
マ
に
沿
っ
た

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栗
山
町
こ
と
ば
を
育
て
る
親
の
会

山
本

　

☎
０
９
０（
２
０
５
８
）５
７
０
２

　

第
18
回
栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル

作
品
展

◆
日

時

　

10
月
２
日
㈫
～
15
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
15
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

２
階
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◆
問
い
合
わ
せ

　

安
達　

☎
�
５
５
０
９

　

ス
キ
ー
指
導
員
養
成
講
習

　
　

栗
山
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス

キ
ー
指
導
員
に
挑
戦
す
る
方
の
養

成
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

◆
期

間　

　

11
月
～
３
月

◆
対
　
　
象　

･
20
歳
以
上　

Ｓ
Ａ
Ｊ
1
級
取
得
者

･
シ
ニ
ア　

Ｓ
Ａ
Ｊ
２
級
以
上

◆
申
込
期
限　

　

10
月
20
日
㈯
ま
で

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
ス
キ
ー
連
盟　

谷
田
進
太
郎

☎
０
９
０（
1
5
2
6
）3
3
5
6
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講

習



　

技
能
検
定
試
験

◆
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈪
～
12
日
㈮

◆
等

級

　

1
～
3
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

　

配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築
大
工

な
ど

◆
受
検
資
格

　

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な

ど
が
必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び

実
施
職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、

詳
し
く
は
左
記
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

☎
０
１
２
５
（
２
４
）
１
８
８
０

　

臨
時
調
理
員
を
募
集
中

　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
調

理
員
を
１
人
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
賃
金
形
態

　

時
間
給
９
４
０
円

◆
就
業
時
間

【
月
～
木
曜
日
】

　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

【
金
曜
日
】

　

午
前
８
時
～
午
後
３
時
半

◆
就
業
日

　

実
働
日
数
は
、
月
10
日
程
度

　
（
春
・
夏
・
冬
休
み
の
学
校
休
校

日
は
原
則
休
日
）

◆
採
用
日

　

平
成
30
年
11
月
１
日
予
定

※
20
歳
か
ら
50
歳
ま
で
の
町
内
在

住
の
方
で
調
理
師
の
資
格
は
問

い
ま
せ
ん
。

◆
申
込
期
限

　

10
月
10
日
㈬
ま
で

※
履
歴
書
を
下
記
申
込
先
に
提
出
。

そ
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考
を
行

い
ま
す
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
０
１
８
９

　

自
衛
官
募
集
中
！

【
自
衛
隊
の
経
験
を
社
会
で
生
か
そ

う
！
】

○
第
４
回　

自
衛
官
候
補
生（
男
女
）

◆
受
付
期
間

　

10
月
１
日
㈪
～
11
月
13
日
㈫

◆
試
験
日

　

11
月
18
日
㈰
か
19
日
㈪
の
い
ず
れ

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

新そばまつり
【日　時】10 月 6 日㈯　11：00 ～ 14：30

ゆっくり市　大ビンゴ大会
【日　時】10 月 19 日㈮　18：00 ～ 20：00

秋まつり思い出お絵かき展
【日　時】10 月 21 日㈰　18：00 ～ 20：00

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日）
【日　程】10 月 12 日・19 日・26 日

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

10 月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅
KURIMU PLAZA

給水装置はお客様（所有者）の財産です
　町が管理する配水管から分かれて、各家庭
に水を配る水道管を給水管といいます。この
給水管と止水栓、水道メーター、蛇口等をま
とめて給水装置と呼んでいます。
　給水装置の水道メーター以外は所有者の財
産ですので、所有者が維持管理を行い、それ
にかかる費用は所有者の負担となっています。
　ただし、配水管から水道メーターまでの給
水管の漏水については、町で負担しています。
　家庭で安心して水道を使用していただくた
めに、給水装置から水が漏れていないか故障
がないかなど、いつも気を付けて管理してく
ださい。

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n10
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ヒグマにご注意を！
　ヒグマによる人身被害は、特に春と秋に多く発生しています。入山する際は、安全のために次
の基本的なルールを守って行動しましょう。

【問い合わせ】
　町産業振興課農林業振興グループ☎ 73-7515

【対 象】
　次の項目全て満たす方　
①町内在住で狩猟免許試験に合格した方
②有害鳥獣駆除業務に従事できる方
③狩猟免許を取得した場合、北海道猟友会栗山
　支部へ入会できる方
④狩猟免許更新講習を受講できる方（狩猟免許
　更新に係る費用は自己負担）

【助成内容】
　狩猟免許申請手数料、申請に係る健康診断料
および予備講習料
※申請時、前記料金にかかる領収書が必要とな
　ります。
※網猟免許取得に対する助成はありません。

【試験日時】
　12 月 2 日㈰　9：00 ～

【試験場所】　
　北海道石狩振興局（札幌市中央区北３条西７

丁目）　
【予備講習日時】

　11 月 18 日㈰
　9：00 ～ 17：00

【予備講習場所】
　札幌市生涯学習センターちえりあ（札幌市西
区宮の沢 1 条 1 丁目

【予備講習受講料】
　第 1 種、第 2 種 　7,500 円
　わな　　　　　 　5,000 円
　同時受講　　　   10,000 円

【受付期間】
・試験　10 月 16 日㈫～ 11 月 16 日㈮
・予備講習　11 月 11 日㈰まで

【問い合わせ】
　町有害鳥獣被害防止対策協議会（町産業振興
課農林業振興グループ）
　☎ 73-7515

狩猟免許取得に係る申請手数料などを助成

か
１
日

◆
年

齢　

18
歳
～
26
歳

【
自
衛
隊
の
高
校
で
学
ぼ
う
！
】

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

（
推
薦
）

◆
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

◆
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
５
日
㈯
～
７
日
㈪

の
い
ず
れ
か
１
日

◆
年

齢　

15
歳
～
16
歳

（
一
般
）

◆
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈭
～
平
成
31
年
１
月
７

日
㈪

◆
試
験
日

　

平
成
31
年
１
月
19
日
㈯

◆
年

齢　

15
歳
～
16
歳

◆
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵
庭

地
域
事
務
所

　
（
住
所
：
恵
庭
市
住
吉
町
２
丁
目

３
番
21
号　
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
F
）

　

☎
０
１
２
３
（
３
４
）
５
４
３
８

【野山でヒグマに遭わないための基本的なルール】
・事前にヒグマの出没情報を確認
・一人では野山に入らない
・野山では音を出しながら歩く

・薄暗いときには行動しない
・クマの足跡やフンを見つけたら、

すぐに引き返す
・食べ物やゴミは必ず持ち帰る

試

験

募

集



災害対応にあたられた全ての皆様に感謝します！
　町民の皆さん、こんにちは。
　9 月 4 日夜から北海道を襲った台風 21
号、また、6 日午前 3 時 8 分頃、胆振地
方中東部を震源とするＭ 6.7 の地震発生
と、大規模災害が相次ぎ発生しました。
　この地震などで犠牲になられました
方々に、追悼の意を捧げるとともに、被
災・避難を余儀なくされた皆様に対しま
して、心よりお見舞い申し上げます。
　本町におきましても、相次ぐ災害で、
多くの人的・物的被害が発生しました。
　台風の関係では、全町各地で倒木が発生
したほか、農村部の方では、ビニールハウ
スの倒壊や納屋の損壊など、農業者の 4 割
に当たる 150 戸で被害を受けました。
　また、地震の関係では、頭部裂傷の負
傷者が出たほか、大規模な土砂災害、液
状化による道路の陥没、水道管破損によ
る一部地域での断水、全町的な停電の発
生など、大きな被害を受けました。
　この間の災害対応および復旧に当た
り、迅速な倒木処理や道路復旧にあたら
れた町内企業の皆さん、夜を徹して各避
難所用の燃料確保や発電機等の供給にあ
たられた事業所の皆さん、臨時の炊き出
しや野菜の販売、高齢者宅への配食サー
ビスなど心温まる対応にあたられた各団
体の皆さん、そのほか災害対応への協力
申し出を数多くいただきました。
　役場では、地震発生直後の 6 日午前 3
時 35 分に、第 2 警戒配備体制である災
害対策連絡会議を設置し、被害発生状況
の把握とその対応にあたりました。
　停電の影響により、町民皆さんの生活に
支障をきたす恐れがあったことから、指定
避難所 16 カ所を開設し、職員延べ 190 人
体制で、各避難所の運営にあたりました。

　避難所では、最大 70 人の方が避難さ
れたのをはじめ、非常食の提供や携帯電
話充電のため電源提供等の対応を行いま
した。
　このように、まち挙げての対応で、この難
局を乗り切ることができ、災害対応・復旧に
当たられた、全ての皆さんに、心より感謝申
し上げます。
　また、姉妹都市の宮城県角田市からも、
副市長さんや防災担当職員の方が早々に
来町され、大友市長さんなどからの心温
まる書簡やお見舞いをいただいたところ
であり、町民皆さんにご報告をさせてい
ただきます。
　一方で、私ども行政における災害対応
の課題も浮き彫りになりました。
　特に、町民皆さんへの「情報伝達」で
あり、町広報車やホームページなどでの
周知に努めましたが、情報が十分に伝わ
らず、大変なご心配とご不便をおかけい
たしました。
　平成 34 年までには、地域 FM 局を開局
し、災害情報を伝える FM ラジオの配布に
よる情報伝達手段の整備を進めることにし
ていますが、それまでの間、町内会・自治会、
自主防災組織、各関係機関・団体などとの
連絡・連携体制の構築を急がなければなら
ないと思っています。
　昨今、全国各地で頻発する自然災害等
の脅威から、町民皆さんの安心・安全な
生活を守るため、全力を傾けてまいりま
すので、今後とも、ご協力の程よろしく
お願いいたします。　町民の皆さん、朝
晩めっきり寒くなってきましたので、風
邪などには十分お気をつけてお過ごしく
ださい。　

栗山町長　佐々木　学

姉妹都市である宮城県角
田市の副市長からお見舞
いの書簡を受け取り

こちら
町長室

角田小学校グラウンドで
行われた栗山町総合防災
訓練に出席

住所 氏名 月日 保護者名

中 里 木本　純鈴 8/13 裕章・まゆみ
松風 3 西岡　彩良 8/25 政則・彩花
角 田 近藤　新菜 8/27 敬介・茜
朝日 3 成田　葵音 8/29 貴則・なぎさ
松風 4 後藤　ゆめ 9/3 芳明・結香

Kuriyama town
8 月 16 日～ 9 月 15 日届出

戸籍のまど
おめでた

住所 氏名 年齢 月日 世帯主

中央 3 小田　孝一 65 8/14 本 人
朝日 3 渡邉　勝美 80 8/18 本 人
三日月 滝谷　信子 92 8/18 定 雄
継 立 青木　チヨ 89 8/22 本 人
富 士 野尻マスコ 84 8/24 本 人
湯 地 西脇　　晃 86 8/24 本 人
角 田 伊藤　忠雄 84 8/26 本 人
大井分 福惠　勝三 87 8/26 本 人
湯 地 松本登美子 86 8/31 邦 久
継 立 片山　キミ 94 9/2 肇
中 里 藤柳　乙二 92 9/4 誠 一
中央 1 杉本　照雄 80 9/5 本 人
朝日 4 宮脇　ナミ 82 9/6 繁
中 里 山田　米子 85 9/6 本 人
松風 2 阿部信一郎 67 9/7 本 人
松風 2 廣瀬　　豊 95 9/10 本 人
杵 臼 江上　正男 83 9/11 本 人
共 和 平田美惠子 102 9/14 陽 一
朝日 3 小田島德文 97 9/15 本 人

おくやみ

（敬称略）

（敬称略）

ご厚意

くりのさとへ

慰　問
月見草の会
ビハーラ栗山

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会
コーロレリオ

寄　附
カインドネスシオミ薬品
エスケイアイファーマシーなの花薬局

物　品 川崎　俊樹さん

人　口　　11,882人   （－24）
　男　　 5,523 人   （－15）
    女　   6,359 人   （－9）
世帯数　　  5,903 世帯 （±0）
※9月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

町へ

金一封
「総務寄附金」
（まちづくり）

藤塚　幸男さん（中里）
株式会社栗山ハイヤー（藤柳誠一
取締役）
滝谷　優治さん（恵庭市）

社会福祉協議会へ

金一封
小寺　進さん（中里）
廣岡　久計さん（旭台）

物　品 沼山　邦幸さん（日出）

72,076,000 円
平成 30 年度栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 8/31 の総数

5,307 件

ご厚意ありがとうございます。

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ
　　　　　　  ☎ 73-7502

　ハロウィンの仮装をして、遊びに来てくれたお友達
に、かわいいハロウィンパッケージのあめやラムネなど
のお菓子をプレゼントします！！公園
内のスタッフに「トリックオアトリー
ト」と声をかけてくださいネッ♪

【期　間】10 月 1 日㈪～ 31 日㈬
【時　間】9：00 ～ 16：00
【場　所】栗山公園内スタッフ

だより栗山公園
10 月のイベント　　　　  　　　　　　　　　「Happy Halloween」

2018 年 10 月号 Vol.127

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　たかはしダリア

［最新情報を簡単アクセス］
　URL　http://t-daria.com/parktop

※ QR コードは「株
式会社デンソー
ウェーブ」の登
録商標です。
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日　程 内　容
10 月 1 日㈪ 角田市市制施行 60 周年記念式典
10 月 5 日㈮ ～ 6 日㈯ 第 30 回北海道産直フェア激励

10 月 9 日㈫
南空知消防組合議会定例会
第 8 回ふるさと教育交流会

10 月 10 日㈬ 栗山町内連合会研修視察懇親会
10 月 12 日㈮ 議会議友会総会
10 月 13 日㈯ 第 41 回栗山町レクリエーションのつどい

【今月の主な動向】
日　程 内　容

10 月 15 日㈪ 札幌地区国有林所在市町村長有志協議会
10 月 18 日㈭ 空知地区老人クラブ連合会役員研修会
10 月 24 日㈬ 鳩山由紀夫さんと語る会
10 月 25 日㈭ ～ 26 日㈮ 北海道ビジネスフォーラム in 名古屋
10 月 28 日㈰ 社会福祉法人水の会創立 20 周年記念祝賀会
10 月 29 日㈪ 国営かんがい排水事業道央用水地区完工式
10 月末 ～
　　11 月上旬

まちづくり懇談会（総合計画後期実施計
画関係）※予定ですので変更となる場合があります。
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日
ご
ろ
の
成
果
を
披
露

　
　

  

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
学
校
祭

い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
学
校
祭
が
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
活
動
の

成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
書
や
写
真
、
絵

画
な
ど
の
展
示
の
ほ
か
、
ハ
ー
モ
ニ
カ

ク
ラ
ブ
と
大
正
琴
ク
ラ
ブ
が
演
奏
を
披

露
。
発
表
後
に
は
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
で
被
災
さ
れ
た
、
三
浦
浩
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
「
あ
の
坂
へ
い
そ
げ
～
確
実

に
命
を
守
る
た
め
に
～
」が
開
催
さ
れ
、

津
波
か
ら
助
か
っ
た
幼
少
期
の
体
験
を

紙
芝
居
形
式
で
発
表
す
る
お
話
に
、
受

講
生
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。　
（
９
月
12
日
～
14
日
）

図
書
館
へ
行
こ
う

「                     」

町
民
講
座

　

    

ふ
る
さ
と
史
跡
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　
日
本
の
介
護
を
学
ぶ

　
　

   

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
留
学
生

町
立
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
と
交

換
留
学
を
行
っ
て
い
る
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
カ
イ
ヌ
ー
ン
職
業
学
校
か

ら
、
ヨ
ー
ナ
ス
・
ヴ
ァ
ル
テ
ィ
オ
先
生
、

２
年
生
の
ア
ス
タ
・
シ
ョ
ロ
さ
ん
と
イ

ン
カ
・
ス
ク
ロ
デ
ル
ス
さ
ん
の
３
人
が

９
月
５
日
に
来
町
し
ま
し
た
。
留
学
生

た
ち
は
、
介
護
福
祉
学
校
の
ほ
か
、
町

内
外
の
福
祉
施
設
や
保
育
園
な
ど
で
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
全
研
修
を
終
え
た

留
学
生
た
ち
は
「
自
然
豊
か
で
皆
さ
ん

が
や
さ
し
い
。
大
変
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。　　
　
（
９
月
５
日
～
25
日
）

　
　
　
職
員
研
修
会
で
事
例
発
表

　

      

く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ
Ｒ
隊

秩
父
別
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
空
知

管
内
生
涯
学
習
専
門
職
員
研
修
会
の
基

調
講
演
と
し
て
、
く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ

Ｒ
隊
の
高
橋
毅
隊
員
、
役
場
経
営
企
画

課
の
原
田
恭
兵
主
事
が
講
演
を
行
な
い

ま
し
た
。
講
演
で
は
、「
若
者
の
町
ク

リ
ヤ
マ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
活
動
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
や

今
後
の
展
望
な
ど
を
発
表
。
高
橋
隊
員

は「
思
っ
た
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と
が
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
お
い
て
必
要
に
な

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
８
月
29
日
）

　
  　農村改善センターのテニスコート
  を無料開放します。お気軽にご利用
  ください。

テニスコートの無料解放

　

◆
日
　
時
　
10
月
21
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
　
所
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対
　
象
　
20
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
町
民

◆
内
　
容
　
握
力
測
定
、長
座
体
前
屈
、

　

上
体
起
こ
し
、
反
復
横
跳
び
、
立
ち

　

幅
跳
び
、
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
の
計
６
種

　

目
の
体
力
測
定

◆
申
込
方
法
　
窓
口
で
申
し
込
み

◆
申
込
期
限
　
10
月
12
日
㈮

◆
主
　
催　
株
式
会
社
ス
イ
テ
ッ
ク

　
（
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
）

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
�
６
１
６
１

　
　
　
新
聞
で
思
い
出
を
振
り
返
る

　

       

開
拓
記
念
館
特
別
展

町
開
拓
記
念
館
で
今
年
度
２
度
目

と
な
る
特
別
展
「
新
聞
記
事
に

見
る
栗
山
町
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昔

の
北
海
道
新
聞
の
記
事
を
見
て
当
時
の

様
子
な
ど
を
振
り
返
っ
て
も
ら
お
う

と
、
当
館
が
所
有
す
る
昭
和
55
年
12
月

か
ら
平
成
28
年
１
月
ま
で
の
間
に
、
掲

載
さ
れ
た
栗
山
町
の
記
事
の
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
ク
や
写
真
を
展
示
。
同
館
の
出

南
紘
研
究
員
は
「
当
時
の
新
聞
記
事
は

と
て
も
思
い
出
深
い
も
の
。
町
の
歴
史

の
流
れ
や
当
時
の
思
い
出
を
感
じ
ま
し

た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
９
月
11
日
～
30
日
）

ふるさと史跡バスツアーのお知らせ

◆
日
　
時
　
11
月
8
日
㈭

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
集
合
場
所
　

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
　
象
　
町
民

◆
最
小
催
行
人
数　
10
人　

◆
参
加
料　
１
０
０
０
円

◆
申
込
期
限
　
10
月
31
日
㈬

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ　

　

☎
�
１
１
１
７

帝国製麻栗山製線所（現在地：栗山天満宮）

　

人
形
劇
団
「
え
り
っ
こ
」
さ
ん
が
や
っ

て
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時　
10
月
21
日
㈰

　

午
前
11
時
～
正
午

◆
場
　
所　
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

８
月
に
開
催
し
た
「
手
作
り
絵
本
作
家

に
な
ろ
う
！
」
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
　
間　
10
月
16
日
㈫
～
28
日
㈰

◆
場
　
所　
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】
図
書
館　

☎
�
６
０
５
５

◆
日
　
時　
10
月
18
日
㈭

　

午
後
６
時
半
～
８
時

※
内
容
は
、
先
月
号
の
図
書
館
だ
よ
り

　

ヤ
ム
・
ニ
・
ウ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
場
　
所　
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
見
学
・
観
戦
自
由
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー

　

な
ど
を
用
意
し
た
ビ
ブ
リ
オ
カ
フ
ェ

　

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

★
バ
ト
ラ
ー
（
発
表
者
）
募
集
！

◆
募
集
人
数　
３
人

◆
対
　
象　
小
学
生
以
上

◆
申
込
先　
図
書
館
、
角
田
・
継
立
図

　

書
室
、
移
動
図
書
館
く
り
く
り
号

第
２
回
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

開
催
！

青
空
図
書
館　
開
催
！

手
作
り
絵
本
展　
開
催
！

開
拓
者

泉　

麟
太
郎

参
加
者
募
集
！

新
体
力
テ
ス
ト

　
「
泉
麟
太
郎
入
植
跡
」
や
「
帝
国
製

麻
栗
山
製
線
所
跡
」
な
ど
町
内
15
カ
所

の
史
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
で
す
。
開
拓
の

歴
史
を
皆
さ
ん
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

  【期　間】10 月 4 日㈭～ 14 日㈰
  ※月曜日は休館日です。
  【時　間】9：00 ～ 17：00
  【申込先・問い合わせ】
　農村環境改善センター
　☎ 72-6040
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ふ
る
さ
と然

教
育
通

自

信VOL.18

ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

参
加
者
募
集
中

◆
日
　
時　
10
月
21
日
㈰
（
４
回
目
）

　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

◆
対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内
　
容
　
脱
穀
、焼
き
芋
づ
く
り

◆
定
　
員
　
30
人

◆
参
加
料
（
保
険
料
込
み
）

　

大
人　

２
５
０
０
円　

　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物
・
服
装

　

飲
み
物
、帽
子
、タ
オ
ル
、ゴ
ム
手
袋
、長
靴
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
雨
ガ
ッ
パ
、
昼
食

◆
場
　
所
　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

◆
申
込
期
限　
10
月
19
日
㈮

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

◆
日
　
時　
10
月
14
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

◆
対
　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

◆
内
　
容　
も
ち
米
脱
穀

◆
持
ち
物
・
服
装

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
動
き
や

す
い
服
装
、
軍
手
、
長
靴

◆
集
合
場
所
　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

落
ち
葉
で
焼
き
芋
！

◆
日
　
時　
10
月
28
日
㈰

　

午
前
9
時
～
午
後
１
時

◆
対
　
象　
小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
す
。

◆
内
　
容
　
里
山
散
策
、
落
ち
葉
で
焼

　

き
芋
づ
く
り
、
お
イ
モ
ラ
ン
チ
な
ど

◆
定
　
員
　
20
人

◆
参
加
料　
一
人
２
０
０
０
円　

◆
場
　
所
　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

◆
申
込
期
限　
10
月
25
日
㈭

　
初
め
て
の
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

楽
し
く
虫
取
り
を
し
ま
し
た
！

　

私
は
、
９
月
18
日
に
校
外
学
習
で
虫

取
り
を
し
ま
し
た
。
虫
取
り
は
、
普
段

か
ら
し
て
い
ま
す
が
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里

山
で
は
初
め
て
の
虫
取
り
で
し
た
。
ハ

サ
ン
ベ
ツ
里
山
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
虫
が
飛
ん
で
い
て
ビ
ッ
ク
リ
。
ト

ン
ボ
や
バ
ッ
タ
、
コ
オ
ロ
ギ
、
そ
し
て
、

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫
も
見
つ
け
ま
し

た
。「
10
匹
捕
ま
え
る
！
」
が
、
今
回

の
目
標
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
数
を

捕
ま
え
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
、
虫
に
刺

さ
れ
て
足
が
か
ゆ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
今
度
は
長
靴
を
履
い
て
、
ま
た

こ
こ
で
虫
取
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
　

継
立
小
学
校　

１
年　

菅
野　

葵

栗
っ
子
だ
よ
り　

№
７

輝
け
く
り
や
ま

楽
し
く
体
験
! !

町
民
ふ
れ
あ
い
講
座

　
　

可
愛
く
て
暖
か
い
ニ
ッ
ト
の
帽

　

子
を
編
み
ま
す
！
編
み
物
初
心
者

　

の
方
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

◆
日
　
時
　
10
月
23
日
㈫
、
30
日
㈫

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

◆
場
　
所
　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
８
０
０
円

◆
持
ち
物　
棒
針
９
号
（
４
本
）、

　

と
じ
針
、
な
わ
編
み
針

◆
定
　
員　
10
人

◆
講
　
師　
鈴
木　

美
智
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
10
月
19
日
㈮

 「
手
編
み
で
つ
く
る
ニ
ッ
ト
帽
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
座

「
簡
単
お
寿
司
で
お
も
て
な
し
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

講
座

◆
日
　
時　
10
月
26
日
㈮　

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　
８
０
０
円

◆
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

◆
定    

員
　
12
人

◆
講
　
師
　

　
岩
見
沢
友
の
会　

須
田　

理
恵
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
10
月
19
日
㈮

　

押
し
寿
司
、し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
風
サ

ラ
ダ
、お
吸
い
物
を
作
り
ま
す
。

　

趣
味
を
広
げ
て
み
た
い
方
の
た

め
の
講
座
を
開
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

「
家
事
と
家
計
の
生
活
」
講
座

　

家
計
管
理
、簡
単
エ
コ
掃
除
な
ど
、

生
活
に
役
立
つ
知
識
を
実
演
し
ま
す
。

【申込先・問い合わせ】
NPO 法人雨煙別小学校

☎ 72-1696

　栗山町スキー場は、昭和 46 年にオープン
して以来、ファミリー向けのスキー場として
多くのスキーヤーに利用されています。
　本年、リフト設置以来 47 年が経過してい
ることから、例年のリフト点検よりも、より
詳しくリフトの主要構造部である基礎や支柱
の調査を行いました。
　調査の結果、基礎および支柱の劣化が著し
く、現状のままでは、利用者の安全確保がで
きないものであるとわかりました。また、修
理をするとしても、躯体の修理となることか
ら、年内の運行は難しいと判断し、本年度の
リフトの運行およびスキー場の利用をやむを
得ず中止することにしました。
　なお、次年度以降のスキー場の運営につき
ましては、関係団体や町民の皆さんの意見を
聞きながら総合的に判断してまいります。

１. 町内小中学校のスキー授業

　
〇近隣のスキー場に確認を行い調整中

２. スキー連盟による講習会および大会
　〇スキー連盟で協議中

平成 30 年度  栗山町スキー場利用中止のお知らせ

◆
日
　
時　
11
月
８
日
㈭

　

午
前
10
時
～
正
午

◆
場
　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
受
講
料　
４
０
０
円

◆
持
ち
物　
筆
記
用
具

◆
定
　
員　
20
人

◆
講
　
師　

　

岩
見
沢
友
の
会　

山
内　

広
子
さ
ん

◆
申
込
期
限　
10
月
31
日
㈬

　スキー場の運営に対して、ご意見・ご要望が　
　ありましたら、教育委員会社会教育グループ
　（☎ 72-1117）までご連絡をお願いします。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

☎
�
３
３
３
３

【スキー授業などの対応】
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
先
日
、
大
学
の
友
人
た
ち
と
卒

業
以
来
、
半
年
ぶ
り
に
飲
み
に
行

き
ま
し
た
。
半
年
間
の
社
会
人
生

活
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、「
栗
山
っ
て
何
か
有
名
な

も
の
あ
る
の
？
」
と
聞
か
れ
て
ビ

ッ
ク
リ
。
色
々
紹
介
す
る
と
、「
栗

山
す
ご
い
な
！
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
嬉
し
い
反
面
、
少
し
悲

し
い
も
の
で
す
ね
。
半
年
の
生
活

で
、
多
く
の
ま
ち
の
魅
力
を
知
っ

て
き
ま
し
た
が
、
町
外
の
方
に
は

知
ら
れ
て
な
い
こ
と
が
多
い
と
改

め
て
実
感
。
ま
だ
ま
だ
栗
山
に
つ

い
て
様
々
な
形
で
発
信
で
き
る
よ

う
と
思
っ
た
夜
で
し
た
。（
伊
藤
）

▼
今
回
の
地
震
で
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ

が
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
後
ろ
盾
）」

の
重
要
性
。
水
や
電
気
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
場
合
、

日
頃
の
備
え
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度

対
応
で
き
ま
す
。
私
た
ち
も
体
力

面
は
普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、

必
要
な
備
蓄
を
揃
え
る
だ
け
で
良

い
の
で
す
が
、
人
間
の
脳
は
そ
う

は
い
き
ま
せ
ん
。
緊
急
時
に
パ
ニ

ッ
ク
と
な
り
、
正
し
い
情
報
の
見

極
め
が
困
難
に
な
ら
な
い
よ
う
、

信
頼
す
る
情
報
源
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
お
く
な
ど
準
備
を
し
て
お

く
と
良
さ
そ
う
で
す
ね
。（
田
畑
）

322018. 10　広報くりやま   

御輿や太鼓などイベント盛りだくさん

10月号

　9 月 24 日から 26 日までの 3 日間、道内屈指の規模を誇
る恒例の「栗山秋まつり」が行われました。駅前通り、公
園通りには 300 を超える露店がならび、町内外から多くの
人が訪れていました。全道からよさこいチームが集結する

「YOSAKOI ソーラン in 栗山まつり」や栗山の特産品などが
味わえる「くりやま味覚まつり」をはじめ、さまざまなイベ
ントも同時開催。また、北海道胆振東部地震災害義援金募金
や露天営業活動の短縮など、被災地への最大限の配慮を最優
先したまつりを開催しました。

栗山秋まつり


